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    神経細胞マーカーの測定 
　海馬の神経細胞マーカーの低下は、
萎縮が始まる前に生じていると考えら
れます。ごく初期の症状の場合は、
MRSで神経細胞の脱落の度合いを測
ります。この検査は、血管性痴呆の特
徴である大脳白質繊維の神経細胞マ
ーカーの測定にも有効です。 
3.遺伝子検査 
　アポリポ蛋白の遺伝子で特殊な組み
合わせを持つ人は、アルツハイマー病
になりやすいと言われています。MCI
と診断された場合、希望があれば遺伝
子検査をさせていただきます。 
　もの忘れ外来では、まず問診と病歴
のチェック、簡易認知機能テスト
（MMSE）、臨床痴呆評価尺度（CDR）、
うつ病自己評価尺度(SDS)を行って、
認知障害の有無や程度をチェックしま
す。必要に応じて甲状腺機能評価や
高脂血症などの基礎疾患の有無をチ
ェックします。 
　MRI（核磁気共鳴画像診断装置）、
MRS（磁気共鳴スペクトロスコピー）、
加齢による標準的な脳の萎縮パター
ンと患者さまの画像を比較・分析する
VBM-MRIといった画像診断装置を
用いて、脳の萎縮や神経細胞の脱落
の度合いなどを診断します。 
　心理学的検査では、臨床心理士がウ
ェクスラー成人知能検査（WEIS-R）
のほか、うつ状態を評価するテスト（ハ
ミルトンうつ病評価尺度、SDS）や、こ
とばの流暢さを評価する検査（VFT）、
trail making test（注意機能検査）を
実施して、認知障害の程度について詳
しく調べます。 
　また、希望があれば遺伝子検査を行
うこともあります。 
気になったらもの忘れ外来へ 
脳神経センター　［電話 ０７７-５４８-２５８８］　＊予約のうえご来院ください。 
